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　【目 的】我 々 は子宮体癌由来株の in　vitro 浸 潤能と

MMP −9の 発 現が 相 関 す る こ と を 報告 し て い る ．

TGF 一
β i は 蛋 白分 解 酵素の 産生 を抑制 す る因子 の

一
つ で あ り，MMP −9 の 発現 を制御する と考え られ

る ．本研 究で は，浸潤 能の 異 な る子宮体癌 由来株

細胞 の MMP −9 活性 お よび浸 潤能 に 及 ぼ すTGF 一β1

の 効果を検 討す る と ともに，子宮体癌症例 に つ い

て MMP −9，　TGF 一β貰 の 血 中値 ， 組織内発 現を筋層浸

潤度別 に 比 較 した．

　【方法 】子宮体 癌 由 来株 （lshikawa，　KLE ）お よび

子宮 体 癌 18例 （lb期 群 ： 8 例 ，
　 Ic期 群 ： 10例 ）の 血

清 ，lllt漿，癌組織 の パ ラ フ ィ ン 包埋 切片 を材判．と

し た ．株細胞 の 浸 潤能は Matrtgel　invasien　chamber

を用 い て 測 定 し．MMP −9 活性 は gela1in　zym 。graphy
で 検出 した ．MMP −9，TGF 一

β且 の 血中値 は E［A 法で

測定 し，組織 内発 現 はABC 法 で 検出 した ．

【成績】  株細胞の MMP −9 活 性 と浸潤能は， と も

に Ishikawa 株 に比 べ KLE 株 で 高 か っ た ．ま た ，

KLE 株 で は TGF 一
β 塵 の 添 加 に よ り濃 度依 存性 に

MMP ・9 活 性 と浸 潤能 の 亢 進 が 認 め られ た が ，

Ishikawa 株 で は TGF 一β1 を添 加 し て も MMP −9 活

性．浸潤能 とも変化が なか っ た．  血中MMP −9 値，

TGF 一
β1値 は lb期 群 に比べ lc期群で有意 の 高値 を示

し，MMP −9値，　 TGF 一
βi値 の 間 に は 有意 の 正 の 相

関性 を認 め た ．  MMP −9 は腫瘍細胞 に ，　TGF −
ie　1

は 主 とし て 問質に 局在 し， 両 者 の 同時組織内発 現

の 頻度 はlb期 群 に 比 べ
，
　 Ic期群 で 有意に高か っ た．

【結論】子宮体癌 の 筋層 内浸 潤 に は，問質 で 産 生

さ れ るTGF 一β1 の 増加に伴 うMMP −9 活性 の亢進が

関 与す る ．また，子 宮体 癌 症例 に お い て ，MMP −9

とTGF 一
β 1 の 血 中 値 は 筋 層浸 潤度 を推定 す る指標

と な りうる，

［目的｝子宮体部悪性腫瘍 は ほ と ん どの 例で 悪性と

の 病理診断 に基 づ い て MRI に よ る 検 索 が行 わ れ

る。 しか し実際は体癌 と 合併 した筋腫，腺筋症 の

癌 の 進行度評価 へ の 影 響，肉腫 と の 鑑 別 な ど，未

検討 の 問題 も多 く，し か も こ れ らは治 療法選択 に

大きな影響 を及ぼ しうる 。 本研 究で は こ の よ うな

子宮体 部悪性腫蕩 の
， 実際 の 診断 で の MRI の有用

性と隈 界 に つ い て検討す る こ とを目的 と した。［方

法］手術 ・病理 学的 な診断が行 い 得た 体fi　83 例 ，

子宮肉腫 7例 を対 象と し た 。 MRI に よ る 進行度の

評価は ，Ia期 ：junctional　zone が 保た れ て い る
， 置b

期 ：筋層浸潤 112以 内，Ic期 ：112を超 え る ，IIb期 ：

頸部 間 質浸潤 ，
Hla 期 ：漿膜破綻，腹水，骨盤 腔 内

腫瘤 ，IHc期 ： リ ン パ 節転移，　 IVa 期 ：膀 胱 ・直腸

浸潤，IVb 期 ：遠隔転 移 と した 。 体癌と肉腫の 鑑 別

に は Gadolinium 造影所見 を加味 し た 。 ［成績］ 1）

体 癌 の MRI 　staging の 正診 率 は 76％，過小 評価が

17％ ， 過 大評価が 7％ で あ っ た 。 2）IIIa期 相当の 有

病 正 診率は 80％ で あ っ た が，リ ン パ 節転移の 検 出

率 は 55％ に留 ま っ た 。 3＞83 例中 ， 筋腫 7例 ，腺 筋

症 4例 の 合併 を見たが staging に 影響は 与え て い な

か っ た 。 4）平滑筋 肉腫 の 4 例 は
，
T2 な ら び に 造影

Tl 像で の 多彩性，広汎 な壊死 ，腫瘍内血 管 の 存在

よ り ， 術前 に 悪性 と の 病理 診断 の つ か なか っ た 1

例 も含め 全例 正 診 し え た 。5） 内膜問質肉腫，癌 肉

腫 の 3 例 は ，造 影 TI 像 に おけ る多彩性 よ り，生 検

で 腺癌と さ れ た 1例 も含 め 肉腫 と正診 しえた 。 ［結

論］1）MR 【は リ ン パ 節病 変 を 除 き，体癌術 前進行

度評価 に 十分 な精度 を有 し， 筋腫 ，腺 筋症 の 存在

の 影響を受け ない こ とが 明ら か とな っ た 。 2）体癌

と 肉腫 の 鑑 別診断 に MRI が 有 用 で あ り， こ の 際

Gadolinium 造影 が必 須 で あ る こ とが 判 明 した。
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